
令和元年10月23日(水) 根津鋼材野球部 編集/前島 

采配ミスも響き、二連覇ならず三位確定 

▲閉会式後、大応援団と共に 

第
10
回
鉄
鋼
流
通
団
体
合
同
野
球
大
会 

準
決
勝
・決
勝
の
最
終
日
が
10
月
20
日
に
行
わ

れ
た
。
準
決
勝
は
入
船
鋼
材
様
、
3
年
前
の
再
戦

と
な
っ
た
。 

3
回
に
は
8
番
前
島
の
2
点
本
塁
打
で
先
制
。 

そ
の
後
も
効
率
的
に
加
点
し
5
回
ま
で
に
9
安

打
、
10
得
点
と
序
盤
か
ら
大
量
リ
ー
ド
に
成
功
。 

し
か
し
、
入
船
鋼
材
様
の
驚
異
的
な
粘
り
で
徐
々

に
追
い
つ
か
れ
る
展
開
と
な
り
、
最
終
回
を
5
点

差
で
迎
え
た
が
3
失
策
と
見
え
な
い
失
策
が
絡

み
一
挙
8
失
点
で
逆
転
を
許
し
、
大
会
規
定
に
よ

る
時
間
切
れ
で
準
決
勝
で
の
敗
退
が
決
ま
っ
た
。 

▲5回 7奪三振 伊藤 

▲2安打と活躍した佐藤（龍） 

【総
評
】 

昨
年
に
続
き
、
二
連
覇
を
目
指
し
た

根
津
鋼
材
野
球
部
だ
っ
た
が
自
滅
す

る
形
で
の
準
決
勝
敗
退
と
な
っ
た
。 

序
盤
は
9
安
打
、
10
得
点
と
大
量

リ
ー
ド
を
奪
っ
た
が
甘
さ
が
露
呈
、

選
手
起
用
と
シ
ー
ト
の
変
更
で
の
采

配
ミ
ス
が
最
終
回
の
大
量
失
点
に
繋

が
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
で
も
初
め
て

と
な
る
ト
リ
プ
ル
プ
レ
ー
で
い
っ
き
に

3
人
が
ア
ウ
ト
に
な
る
な
ど
走
塁
面

で
も
ミ
ス
が
出
た
。 

昨
年
以
上
の
戦
力
を
整
え
て
い
な
が

ら
、
十
分
に
使
い
切
れ
ず
、
準
決
勝

で
敗
退
し
た
。 

対
す
る
入
船
鋼
材
様
は
二
人
の
投

手
を
継
投
さ
せ
、
最
大
7
点
差
で
も

最
後
ま
で
諦
め
な
い
姿
勢
が
逆
転
劇

と
な
っ
た
。
一
つ
の
勝
ち
に
対
す
る

思
い
の
違
い
が
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
点
も
来
年
に
繋
げ
る
反
省
点
で
あ

る
。 

  

TEAM 1 2 3 4 5 計
根津鋼材 0 0 3 5 2 10

入船鋼材様 0 0 1 4 8 13



令和元年10月23日(水) 根津鋼材野球部 編集/前島 

采配ミスも響き、二連覇ならず三位確定 

今
年
加
入
の
増
渕
が
堂
々

の
首
位
打
者
と
な
っ
た
。 

初
戦
か
ら
一
番
打
者
と
し
て

大
活
躍
し
10
打
数
8
安
打

と
打
率
８
割
と
ヒ
ッ
ト
を
量

産
し
た
。 

創
部
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
通

算
成
績
を
打
者
、
投
手
共
に

集
計
。
規
定
打
席
は
特
に
設

定
せ
ず
集
計
結
果
を
ラ
ン

キ
ン
グ
に
纏
め
た
。 

  

▲草野 打点、本塁打の二冠 

       投球回   防御率 奪三振 与四死球 自責点 

伊藤    67回2/3   3.10   79    23     30 

池田    10回0/3   3.50   13     8     5 

川田    16回1/3   7.29   10    19     17 

 

         打数   安打   打率 

1位 増渕   10     8    0.800 

2位 舘石    7     3    0.429 

3位 草野   57     24     0.421 

4位  林    59           19         0.322 

5位 佐藤龍  14     4    0.286   

          打点 

1位 草野    25 

2位 前島    15     

3位  林      14 

4位 根津    13     

5位 小浜    11     

          本塁打 

1位 草野     8 

2位 前島     5     

3位  林        3 

4位 池田     2        

    試合数  勝ち  負け  得点  失点  打率  本塁打  防御率   失策数 

     25    19    6   170   86   0.252      26         3.66     26 

打率 打点 本塁打 

投手成績 

チーム成績 

▲増渕 首位打者獲得 

創
部
8
年
。 

大
会
後
の
審
判
講
評
で
は
根

津
鋼
材
が
優
勝
す
る
と
思
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
る
程
に
成
長
し

た
野
球
部
。 

16
年
以
降
は
優
勝
回
数
2
度
。 

主
将
兼
監
督
を
伊
藤
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
。
新
た
な
体
制
で
来
年

に
挑
み
、
優
勝
旗
の
奪
還
を
目

指
す
。 

来
年
も
野
球
部
の
応
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 


